De "Shinsei" à "Yoakemahe" : sur les oeuvres de SHIMAZAKI Touson by 佐々木 涇
『新生』から『夜明け前』へ(6)
De "Shinsei'' a "Yoakemae"



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































む か し くちばし
往昔､多感多情な詩人がロ塀の紅い都鳥を見て
情人の生死を尋ねた歌をお前に残した｡それほ
ど古い歴史のあるお前だが､私は若いお前を夢
見つ そゝれを頼りにして遠い旅から鋳って来た｡
何となくお前の水はまだ薄暗い｡太陽の光線は
まだお前の岸に照り渡って居ないやうな気がす
る｡お前の日の出が見たい｡｣ (註22)
長過ぎた引用になってしまったかもしれない｡
この部分はF海-』の最後の部分である｡父親-
の思いが進展し､到達した地点である｡姪のこと
だけに藤村の思索が捉われることはもうない｡藤
村はすでに現状の日本とその文化､そして過去に
おける日本の文化にも思いを廻らしているのであ
る｡
エジプト ト ル
｢僕は斯様な風にも考える｡印度や挨及や土耳コ
其あたりには古代と近代しか無い､と言った人
の説には全く賛成だ｡幸ひにも僕等の図には中
世があった｡封建時代があった｡長崎が新嘉壁
に成らなかったばかりじゃない､僕等の図が今
日あるのは封建時代の賜物ぢやないかと思ふよ｡
見給-､日本の兵隊が強いなんて言っても､皆
な封建時代から博はって来たものの近代化だ｡
兵隊はまあ一例だが､僕等の国に今有るものは
何一つとして--好いものでも､悪いものでも
･-=･どうかすると僕は旅に居て自分の国のこと
を考-て､まだ前世紀が自分等の中にも生きて
はんたう
居るやうな気のすることも有る｡異賓に自分等
は革命といふものを経て来たのか知らんと疑ふ
やうなこともある｡｣ (註23)
上に引用したものはF海-』の第四章 ｢故岡を
みるまで｣の中に書かれたものである｡帰国の船
に乗り合わせたエトランゼ-との会話で､藤村の
発言内容である｡この人物と上海で別れるのであ
るが､-トラソゼ-とはフランス語の ETRANGER
(異邦人の意)である｡会話の内容からして時に
は藤村自身の心の中でのや りとりのようにも思え
る｡この点はともか くとして､ここに引用した考
え方は次のように考えられよう｡明治維新によっ
て､江戸時代からのものを断絶させてしまっては
ならない｡つまり､歴史的な見方を失ってはなら
ず､過去の遺産を容易に否定することもせず､蓄
積された遺産として受け留める｡
藤村にこのような歴史的な見方が備わった今､
父親をモデルとする小説は可能である｡だが､単
なるドラマ性を父親に求めたのではなく､歴史と
の関わ り合いの中で父親の姿を求めようとしたの
が F夜明け前 』と言えないだろうか｡
(以下次号)
(1989.2.l受援)
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